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paadafab badar dafadasb aadaraab paadasdaum aadapaaaum bpaaqdazi
交易の広い人は農地の傍のダフアダ国で、幾らかの農地だけだった。
交易の出入りの家は他の交易が希望で風が少ないことが勤めだった。

saatb fadadar aaar aafb dak aaair dafb faadaum daqb sand tfb s
幾らかの国は遠くて狭い農地で所有地は合流した。
強い幾らかの場所は豊かな新しい家が支配した国土で、争いが集まった。

nadafdar dafaab sand aadafab nadafaab aadaum dar bfb sb sb
豊かでない農地は常に国土が他の遠い人だった。
一時的な所有家の農地は成長し次々と国になった。

kdar aaand aafab fadaqab dar and aafaadar sdand dasb
後に農地は落ち着いて合流した。
しまいに地震が農地にあったが、混った幾らかの農地が悪さを集めたが成長した。

nadaqaab nadafaadaum aadaum fab
自立的でない一時的な家の所有家は遠い人だった。
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baatdar fab aadar faand nadafadaumb sb aab fand bab
纏められた農地は遠い人の所有農地で遠くて広くない家の人の国だった。
全ての支えは領土だった。

saab nadaqaadaum bqaaand bfb sand fa said sair azi
色々な人が自立的でない家で古かったが、成長し、国土は遠かった。
長老には輝きが可能となった。

nadafaadar aadar dafdaum aadaum aadaumdar aadaum sand sar
一時的な農地は幾らかの農地で、豊かな家も幾らかの家で、所有家の農地だった。
幾らかの家の国土にはボスが居た。

dabqaadar badar aadar aab qand sb aadasand
人々の小さい農地は農地毎に所有農地が全てで、小さな地域の国であった。
幾らかの争いがあった。

danadafar dafdar gab fadar dakaid bfdand dafar (上の行の字余り処理でしょう)
小さな豊かでない土地は、豊かな農地の海岸から遠い農地で、強く手入れした。
判断は豊かな土地だった。

rdafaab badar nadafb nadafdar fabs
周りは長期間圧迫された農地で争いはなかったが、豊かでない農地には遠い人が集まった。

rdasand sand nadafaab nadafdar
周りの争いで国土は長期間ではないが豊かでない農地となった。


